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1　は　じ　め　に

秋田県南部のリンゴ園において．1990－1991年にリンゴ

コカクモンハマキ　Adoェopッes orα托α　ノbscfαエα

WAljlXGHAMが多発生して，果実被害（ナメリ果）が増

加し防除上問題となった。1992年の第1世代以降は一部の

地域を除いて特に問題となっていないが，多発生地域の周

辺部への拡大や県北部等での発生増加が認められている。

そこで，今後の防除対策を講ずるために，本種の多発生の

原因として考えられる要因について調査を行い，検討した

ので報告する。

2　試　験　方　法

（1）合成性フェロモントラップによる誘殺数と降水量の

関係調査

場内の8号閲と2号園に設置した合成性フェロモントラッ

プ（武田薬品工業㈱製のキーパー及び2方向開口プラスチッ

ク粘着トラップ）による1989～1993年越冬世代までの各世

代の前世代に対する誘殺数比と，各世代の幼虫期間におけ

る降水量として場内の気象観測値から，越冬世代は前年9

－10月3半句，第1世代は6－7月3半句．そして第2世

代は7月4半句～8月の累計値の平年値に対する降水量比

を算出して関係を検討した。なお，降水量は1978－1988年

の平均を平年値としてト越冬世代は167．5Ⅲ皿，第1世代は

187．8m叫第2世代は257．6mを用いた。

（2）幼虫の休長調査

場内より1992年5月18日に越冬世代幼虫を，7月7日に

第1世代幼虫をそれぞれ200頑以上採集し，低温器に静置

して一時活動を停止させ．静止状態の幼虫の休長を調査し

た。測定はmⅢ単位で行い，測定値は誤差を考慮して測定値

±1Ⅲ皿として集計し，各階級の頻度は全サンプル数に対す

る割合として分配した。また，平均値と分散より正規分布

の理論頻度を算出して適合性について検定した。

（3）殺虫剤に対する感受性検定

平鹿郡内4カ所の共同防除リンゴ園より1990年越冬世代

幼虫を採集し－終令幼虫を1区10頑2反復で供試して彙片

浸痕法により殺虫効果を検討した。ダーズバン25％水和剤

1，000倍，サリチオン25％水和剤1，000倍及びトクチオン32

％水和剤800倍の供試薬液に展着剤（アイヤー）を10，000

倍で加用し，処理3日後に生存虫と死亡虫について調査し

た。

3　試験結果及び考察

（1）発生増加と降水量の関係

1989～1993年越冬世代までの各世代の合成性フェロモン

トラップによる誘殺数は，それぞれの幼虫期間の降水量に

連動した傾向を示し，図1にみられるように平年の1．3倍

程度以上になると誘殺数が急増する可能性が示唆された。
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トラップによる誘殺数は，圃場での発生密度が高まると誘

引効率が低下し3），気温の変動も大きく関与している2）こ

となどが知られているが，誘殺数が多い場合は概してトラッ

プ設置園の被害量も多い傾向にあったことから，本調査で

は発生密度を反映していると考えられる。

1990から1991年の平年と比較した気象の特徴は，1990年

は6，7月に，1991年は7，8，10月に多雨であったこと

である。この気象条件がリンゴ生育に及ぼした影響の一つ

は，栄養生長が促進され，新柄の2次伸長が著しかったl’

ことである。宿主がこのような状態であることは，本種幼

虫の定着及び増殖にとっての好適条件として作用すること

から，降水量の増加が多発生を誘発した要因の一つであっ

たと考えられた。

（2）多発生下の齢分布

1990－1991年の合成性フェロモントラップによる誘殺消
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良は，世代の経過に従って誘殺期間が長くなり，盛期がはっ

きりしなかった。1992年越冬世代と第1世代の体長調査結

果を図2，図3に示した。越冬世代は分散が大きく，正規

分布に適合しなかったが，第1世代はほぼ正規分布型を呈

し，同時に行った齢調査結果も，越冬世代は2－5齢にば

らついていたが，第1世代は3齢に集中した。また．トラッ

プでの誘殺消長も以上の齢分布をほぼ反映していた。以上

の結果と．園地での発生密度は越冬世代は高く．第1世代

は平年並であったことから，多発状況下での齢分布は分散

が大きく複雑であったと推察され，そうした場合の適期防

除は難しく，また散布防除の効果が十分発揮されなかった

ことが多発生を助長した一要因であると考えられた。
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図2　越冬世代幼虫の体長分布（1992）
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図3　第1世代幼虫の体長分布（1992）

（3）殺虫剤に対する感受性

ハマキムシ類対象殺虫剤に対する感受性（表1）は，ダー

ズバン水和剤とサリチオン水和剤で低下が認められ．多発

生を抑制できなかった一要因であると考えられた。

表1リンゴコカクモンハマキに対する適用薬剤の
殺虫効果（1990）

3日後死虫率％

採取地
ダーズパンサリチオントクチオン

25％WP　25％WP　32％WP

XlOOO XlOOO x800

CONT．

増田町　　36　　　　90　　　100
平鹿町A　　11　　　　55　　　　78
平鹿町B　　　20　　　　67　　　　82
場　　内　　44　　　　90　　　100

4　ま　と　め

降水量などいくつかの要因が総合的に影響した結果，多

発生になったと考えられた。1992年第1世代以降は，降水

量が少なく，また使用薬剤は効果が安定しているラービン

水和剤を主休に防除が実施されていること等により，本種

の発生は特に問題となっていない。しかし，今後も以上の

要因等の条件が整うと多発する可能性があるので，発生動

向に十分配慮する必要がある。
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